
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

遺跡の位置図 

千木遺跡 

※国土地理院の電子地図を加筆掲載 

 千木遺跡は金沢市
かなざわし

北部の沖積地
ちゅうせきち

に位置する、奈良
な ら

時代
じだい

から室町
むろまち

時代
じだい

に

かけての遺跡
いせき

です。遺跡の中には河川が流れており、奈良
な ら

・平安
へいあん

時代
じだい

は

河川
かせん

の左岸に、鎌倉
かまくら

・室町
むろまち

時代
じ だ い

は右岸に集 落
しゅうらく

が 営
いとな

まれ、複数の掘
ほっ

立 柱
たてばしら

建物
たてもの

跡
あと

が見つかっています。 

展示品は鎌倉・室町時代の集落跡から出土した全長 9.7 ㎝の銅造
どうぞう

地蔵
じぞう

菩薩
ぼさつ

立 像
りゅうぞう

で、蠟型
ろうがた

によって造られた青
せい

銅製
どうせい

の鋳造仏
ちゅうぞうぶつ

です。仏像の衣文
え も ん

などの細部表現は鋳造後にタガネで刻まれています。また、右手の穴や、

蓮華座
れ ん げ ざ

背面
はいめん

の切り込みなどから、本来は右手に錫
しゃく

杖
じょう

を持ち、背に光背
こうはい

を

携えていたと考えられています。 

蓮華座の下端にホゾがあるこ 

とから、小型の厨子
ず し

に納められ、 

拝まれていたと考えられます。 

 

正面の衣文には鍍金
ときん

(金メッキ)の跡が

残っています。 


